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△OABに おいて,辺 ABを 1:2に 内分する点をCと し,辺 OAの 延長線上に点D

をとり,昴 =″OA(た だし″>1)と する。2点 C,Dを 通る直線と辺OBが 交わる点

をEと する。ここで,OE=ν OBと し,点 Cは 線分DEを
`:(1-t)に

内分している

ものとする(ただし,0<t<1)。

(1)″,νをιで表わせ。

(2)△OABの 面積を1とするとき,△ODEの 面積をtで表わせ。また,△ODEの 面積

の最小値と,そのときのtの値を求めよ。
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